
統
工
芸
と
い
っ
て
も
抽
象
的
で

イ
広
い
範
囲
を
も
っ
て
い
る
言
葉

で
す
が
、
例
え
ぱ
陶
芸
は
昔
か
ら
熱

心
な
大
勢
の
愛
好
者
が
い
ま
し
た
。

し
か
し
漆
工
と
か
和
紙
と
か
、
今
ま

で
そ
れ
捻
ど
人
の
目
を
集
め
な
か
っ

た
分
野
に
も
関
心
が
集
ま
り
、
い
わ

ぱ
和
紙
ブ
ー
ム
な
ど
と
よ
ば
れ
る
ほ

ど
に
な
っ
だ
の
は
、
ご
く
近
年
、
昭

和
四
十
五
・
六
年
ビ
ろ
か
ら
の
と
と

で
す
。
各
地
の
和
紙
を
収
集
し
た
数

十
万
円
と
い
う
高
価
な
本
が
、
お
お

か
た
の
予
想
を
裏
切
っ
て
、
刊
行
以

前
の
予
約
の
段
階
で
売
り
き
れ
に
な

つ
た
り
、
漆
器
産
地
の
輪
島
の
朝
市

が
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
の
ポ

ス
タ
ー
に
な
る
や
、
全
国
の
若
い
男

女
が
、
も
は
や
季
節
を
問
わ
ず
、
集

ま
っ
て
く
る
な
ど
、
そ
れ
以
前
で
は

信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
数
々
の
工
。
ヒ
ソ

ー
ド
を
生
み
始
め
た
の
も
、
そ
の
と

ろ
か
ら
で
す
。

時
で
は
、
高
度
成
長
の
経
済
発

展
の
矛
盾
、
ゆ
が
み
が
誰
の
目

に
も
は
っ
き
り
し
、
深
刻
な
反
省
が

行
わ
れ
た
風
潮
と
同
じ
流
れ
に
そ
う

も
の
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
を
端

的
に
あ
ら
わ
し
た
の
が
、
昭
和
四
十

六
年
の
環
境
庁
の
発
足
で
あ
り
、
さ

ら
に
通
産
省
が
四
十
九
年
か
ら
実
施

し
て
い
る
伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
指

定
で
す
。
そ
れ
ま
で
伝
統
工
芸
を
中

小
企
業
と
し
て
と
ら
え
、
そ
れ
を
い

か
に
近
代
化
、
合
理
化
す
る
か
と
い

う
立
場
の
指
導
か
ら
、
古
い
伝
統
を

残
し
た
ま
ま
で
発
展
振
興
を
は
か

る
立
場
に
転
換
し
た
わ
け
で
t
。

て
文
化
庁
で
も
、
昭
和
二
十
九

年
か
ら
、
伝
統
工
芸
の
分
野
で

後
世
に
そ
の
わ
ぎ
を
伝
え
た
い
貴
重

な
も
の
を
重
要
無
形
交
化
財
い
わ

ゆ
る
人
問
国
宝
に
指
定
し
、
そ
の
保

存
事
業
を
開
始
し
て
胎
り
ま
す
。
例

え
ぱ
伊
勢
型
紙
伝
承
者
養
成
事
業
は

昭
和
二
十
七
年
か
ら
、
久
留
米
耕
伝

を
心
配
す
る
よ
う
な
暗
い
時
期
も
あ

つ
た
の
で
す
が
、
さ
き
の
伝
統
工
芸

の
見
な
船
し
か
ら
、
最
近
は
若
い
人

々
の
姿
が
多
く
な
っ
だ
と
と
は
う
れ

し
い
と
と
で
t
。
と
と
ろ
が
近
頃
、

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ
る
、
新
し
い

不
安
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
と
れ
ら

の
伝
統
工
芸
を
支
え
る
原
料
づ
く
り

道
具
づ
く
り
の
人
々
が
い
な
く
な
っ

た
と
と
で
す
。

4
 
え
ぱ
日
本
で
消
費
す
る
漆
液
は

大
半
が
中
国
産
で
、
約
五
百
ト

1
-
:
:
、
=

二
一
冨
冨
:
一
門
゛
:
:
冨
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見
な
お
さ
れ
る
伝
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工
芸

=
、
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冨
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一
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冒
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二
一
一
一
:
:
.
一
一

(

な
接
着
力
は
t
ぐ
れ
て
お
り
、
高
度

の
漆
塗
り
や
文
化
財
の
保
存
修
理
に

は
不
可
欠
な
も
の
で
す
。
植
物
材
は

そ
れ
が
育
っ
て
い
た
地
元
で
加
工
し

て
と
そ
、
そ
の
特
性
が
十
二
分
に
発

揮
で
き
る
の
で
t
。
と
こ
ろ
が
、
日

本
産
漆
は
、
現
在
、
毎
年
三
割
ず
つ

の
減
産
で
t
。
主
産
地
で
あ
る
岩
手

県
浄
法
寺
町
の
漆
掻
き
き
ん
は
、
三

年
先
に
掻
き
取
る
べ
き
漆
の
木
も
掻

き
取
っ
て
い
ま
す
。
漆
掻
き
職
人
よ

り
漆
の
木
の
方
が
先
に
な
く
な
っ
て

き
た
の
で
t
。
漆
の
木
は
漆
液
を
取

る
の
に
十
年
近
く
か
か
る
た
め
、
そ

の
植
林
事
業
を
お
と
た
っ
て
い
だ
む

く
い
が
あ
ら
わ
れ
て
き
た
の
で
t
。

t
き
和
紙
の
漉
く
工
程
は
、
そ

手
れ
緑
ど
複
雑
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
む
し
ろ
素
朴
と
も
い
え
ま
し
ょ

う
。
そ
れ
だ
け
に
道
具
の
立
派
さ
が

そ
の
ま
ま
紙
の
質
と
な
っ
て
あ
ら
わ

れ
ま
t
。
和
紙
の
も
つ
滑
ら
か
な
紙

肌
、
繊
維
が
十
分
に
か
ら
み
あ
っ
た

強
靱
さ
は
、
特
別
に
硬
く
水
に
強
い

竹
ひ
ビ
や
特
別
に
ょ
り
を
か
け
て
作

つ
た
編
み
糸
を
使
っ
て
作
っ
た
漉
き

簣
や
漉
き
桁
な
ど
の
道
具
に
ょ
る
も

の
な
の
で
す
。
美
し
い
紙
は
美
し
い

道
具
か
ら
生
れ
る
と
い
ぇ
ま
す
。
紙

漉
き
職
は
現
在
七
百
八
十
四
戸
あ

り
ま
す
が
、
彼
ら
の
使
う
漉
き
簀
の

竹
ひ
ご
を
作
る
職
人
は
、
七
十
六
歳

の
太
ば
あ
さ
ん
、
高
橋
房
美
き
ん
(

承
者
養
成
事
業
は
昭
和
二
十
八
年
か

ら
始
め
ら
れ
、
現
在
に
い
た
っ
て
お

り
ま
す
。れ

ら
の
研
修
事
業
は
決
し
て
大

規
模
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
す
で
に
十
年
、
二
十
年
を
と
え

゛
、
、

て
営
々
と
続
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

伝
統
工
芸
の
修
業
と
い
う
も
の
は
数

年
で
完
成
t
る
よ
う
な
な
ま
や
さ
し

い
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
す
。
と
れ

ら
の
研
修
事
業
を
初
め
た
時
は
、
研

修
者
を
き
が
t
の
に
苦
労
し
、
研
修

希
望
者
が
い
な
い
の
で
事
業
の
中
止

、
'

)

'
、

文
化
庁
文
化
財
調
査
官
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冒

矧
会
館
建
設
募
金
状
況
に
つ
い
て

以
上
事
務
局
よ
り
穀
告
さ
れ
い
ず
れ
も
了
承

さ
れ
た
。

次
い
で
協
議
事
項
に
入
り

①
昭
和
五
十
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

②
昭
和
五
十
年
度
収
支
決
算
に
つ
い
て

③
任
期
満
了
に
伴
う
当
所
議
員
選
挙
に
つ
い
て

本
件
の
う
ち
一
号
議
員
の
選
挙
日
は
九
月
二

五
日
(
士
)
と
し
、
議
員
選
挙
選
任
要
項
は
別

掲
(
二
ペ
ー
ジ
姦
)
の
通
り
と
す
る
こ
と
で

承
認
さ
れ
た
。

,

以
上
言
写
議
案
か
ら
三
号
議
案
ま
で
慎
重
審
・
.

議
さ
れ
、
午
後
二
時
す
ぎ
閉
会
し
た
。

高
知
市
)
た
だ
一
人
で
す
。
竹
ひ
ビ

は
漉
く
紙
の
種
類
に
ょ
っ
て
太
さ
に

五
、
六
段
階
の
違
い
が
あ
り
、
そ
れ

を
作
り
わ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
材
料
の
竹
は
、
普
通
の
竹

林
の
も
の
で
は
な
く
、
日
当
り
の
良

い
乾
燥
し
た
士
壊
の
杉
や
桧
の
林
の

中
で
、
一
本
で
大
き
く
背
の
び
し
て

育
っ
た
節
闇
の
長
い
淡
竹
(
は
ち
く

)
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
の
で
す
。

統
工
芸
の
本
質
の
一
つ
は
、
自

イ
然
の
中
か
ら
適
し
た
良
材
を
え

ら
び
に
え
ら
び
ぬ
き
、
そ
の
特
長
を

い
か
し
て
加
工
す
る
と
と
に
あ
り
ま

す
。
文
化
庁
で
は
今
年
か
ら
、
と
れ

ら
の
道
具
づ
く
り
、
原
料
づ
く
り
の

一
部
の
保
存
事
業
を
始
め
ま
t
が
、

と
ぅ
し
た
伝
統
工
芸
の
困
難
な
事
情

に
は
、
ま
だ
ま
だ
社
会
の
目
は
む
い

て
い
な
い
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
日
の

当
ら
ぬ
存
在
で
あ
っ
た
伝
統
工
芸
の

表
面
に
は
、
現
在
、
さ
ん
さ
ん
と
陽

が
あ
た
り
始
め
て
き
だ
よ
う
で
す

゛
、
、

さ
ら
に
底
で
、
ま
だ
日
の
当
ら

力ぬ
存
在
と
な
っ
て
い
る
原
料
づ
く

り
、
道
具
づ
く
り
に
日
が
当
り
、
若

い
人
々
の
姿
を
み
か
け
る
よ
う
に
な

つ
て
と
そ
、
本
当
に
「
見
な
お
さ
れ

る
伝
統
工
芸
」
と
い
え
る
事
情
に
な

る
も
の
と
思
い
ま
す
。

ン
輸
入
さ
れ
ま
t
が
、
日
本
産
漆
は

約
七
ト
ン
程
度
、
つ
ま
り
ニ
パ
ー
セ

ン
ト
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
日
本
人
の

食
糧
の
大
半
が
外
国
産
で
、
御
節

(
羚
せ
ち
)
料
理
も
外
国
か
ら
運
ば

れ
て
く
る
と
い
う
事
態
と
、
伝
統
工

芸
の
原
料
事
情
は
同
じ
で
t
。
伝
統

的
な
木
工
芸
も
木
目
の
美
し
い
桑
や

桧
を
使
っ
た
も
の
は
少
な
く
な
り
、

南
方
材
が
多
数
目
に
つ
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
外
国
産
で
間

に
あ
う
か
と
い
う
と
、
や
は
り
日
本

産
の
漆
の
も
つ
透
明
な
光
沢
、
強
靱

.
冨
τ

二
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゛

号

、

>
:
:
:
:
.
当
所
で
は
、
昭
和
五
十
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
及
び
任
期
・
・
:
:
・
・
・
<

>
:
:
:
:
.
満
了
に
伴
う
議
員
改
選
問
題
等
審
議
す
る
第
六
十
一
回
議
員
総
会
を
、
・
・
・
・
・
:
・
・
<

>
:
:
.
:
:
七
月
十
六
日
正
午
よ
り
当
所
四
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
。
い
ず
れ
も
・
・
:
・
・
・
・
・
<

レノ

^
・
:
:
:
:
^
^
^
リ
^
^
^
さ
^
^
0

:
<

>
:
:
:
:
.
総
会
は
、
上
田
、
安
藤
、
小
林
各
副
会
頭
は
じ
め
乾
議
員
他
六
十
一
・
・
:
・
・
・
・
・
<

>
.
:
:
:
:
名
(
内
委
任
状
三
十
名
)
が
出
席
。
上
田
副
会
頭
が
議
長
と
な
り
議
事
:
:
:
・
:
<

^
・
・
・
・
・
・
・
・
・
^
^
つ
^
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
<

1男

議
員
選
挙選

任
要
項
も

特

ま
ず
報
告
事
項
の

山
議
員
一
部
異
動
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
(
力

ツ
コ
内
は
旧
)

宮
崎
文
雄
氏
(
朝
倉
栄
一
氏
)
 
1
剛
住
友
銀

行
奈
良
支
店
支
店
長
・
笠
原
保
雄
氏
(
奥
田
貞

利
氏
)
・
剛
近
畿
相
互
銀
行
奈
良
支
店
支
店
長

小
山
良
蔵
氏
(
小
山
栄
之
助
氏
)
 
1
小
山
咽

.代
表
取
締
役
.
吉
岡
二
郎
氏
(
越
守
達
氏
)
1

奈
良
近
鉄
タ
ク
シ
ー
樹
・
木
村
一
文
氏
(
矢
作

登
氏
)
 
1
鬮
三
和
銀
行
奈
良
支
店
支
店
長

尚
、
二
号
議
員
よ
り
三
号
贇
に
小
林
茂
市

氏
が
就
任
さ
れ
た
旨
報
告
さ
れ
た
。

②
業
務
概
要
全
一
月
1
六
月
)
に
つ
い
て

特別号
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昭
和
五
十
一
年
度

奈
良
商
工
会
議
所

議
員
選
挙
選
任
要
項

当
所
議
員
任
期
満
了
に
伴
う
議
員

改
選
の
選
挙
日
程
並
び
に
選
任
要
項

が
次
の
と
お
の
決
ま
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
ナ
。

【
一
号
議
員
〕
定
数
五
十
人

会
員
及
び
特
定
商
工
業
者
が
投
票

に
ょ
っ
て
会
員
の
う
ち
か
ら
遜
任
す

る
議
員
で
す
。

▽
投
票日

時
昭
和
乳
年
9
月
器
日

(
土
)
午
前
9
時
か
ら

午
後
4
時
ま
で

場
所
奈
良
商
工
会
議
所

方
法
譜
無
記
名

代
理
投
票
代
理
投
票
が
で
き
ま

す
。
と
の
場
合
当
所
の

証
明
業
い
り
ま
t
。

▽
選
挙
人
の
資
格

会
員
昭
和
肌
年
6
月
釦
日
ま

で
に
入
会
し
、
会
費
を

納
め
た
、
の
に
選
帯

が
与
え
ら
れ
ま
す
。

特
定
商
昭
和
乳
年
6
月
釦
日
ま

工
業
老
で
に
負
担
金
を
納
め
た

会
員
以
外
の
特
定
商
工

響
に
選
挙
権
が
与
え

ら
れ
ま
t
。

V
選
挙
権
の
個
数

会
員
会
費
の
最
初
の
一
口
に

つ
き
二
個
、
ニ
ロ
以
上

は
一
口
に
?
三
個
の

選
挙
権
を
有
し
、
以
後

口
数
相
当
数
を
加
え
五

十
個
を
超
え
る
と
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

特
定
商
一
個

工
業
者
(
会
員
を
除
く
)

▽
立
候
補

資
格
選
挙
権
を
も
つ
会
員
に

限
り
ま
す
。
(
会
員
で

な
い
特
定
商
工
業
老
に

は
あ
り
ま
せ
ん
)

受
付
昭
和
駐
年
9
月
1
日

(
水
)
よ
り
9
月
W
e

(
金
>
ま
で
(
日
曜
・

休
日
を
除
き
午
前
9
時

1
午
後
4
時
士
曜
日
は

午
前
9
時
1
正
午
)

辞
退
立
候
補
を
辞
退
し
よ
う

と
す
る
場
合
 
9
月
H

日
(
火
)
午
後
4
時
ま

で
忙
文
書
に
ょ
り
届
け

る
と
と
(
締
切
後
は
辞

退
で
き
ま
せ
ん
)

▽
選
挙
人
名
簿

眼
日
昭
和
釘
年
7
月
1
日
現

在

縦
覧
期
日
昭
和
乳
年
7
月
部
日

よ
り
7
月
訂
日
午
後
四

時
京
で

縦
覧
場
所
奈
良
商
工
会
議
所

▽
開
票

号

⑤
槻
光
部
会
⑥
酸
造
部
会

⑦
工
芸
部
会
⑧
建
設
部
会

⑨
理
財
部
会
⑩
交
通
運
輸
部
会

▽
選
任

期
日
昭
和
駿
年
7
月
下
旬
か

ら
8
月
中
旬
ま
で

奈
良
商
工
会
議
所

各
部
会
ビ
と
に
部
会
の

会
議
を
招
集
し
、
割
当

ら
れ
た
定
数
の
二
号
議

員
を
選
任
し
ま
す
。

定
数
の
各
部
会
に
割
当
て
る
二

割
合
号
議
員
の
定
数
は
、
原

則
と
し
て
前
期
の
定
数

と
致
し
ま
t
。
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▽
当
選

即
日
開
票

旦
号
議
員
】
定
数
十
五
人

期
日
昭
和
乳
年
7
月
初
旬

場
所
奈
良
商
工
会
議
所

方
法
定
款
の
定
む
る
と
こ
ろ

に
ょ
り
会
頭
が
推
鳶
し

常
議
員
会
の
同
意
を
得

て
選
任
し
ま
t
。

有
効
投
票
の
最
多
数
を

得
た
方
か
ら
順
に
当
選

人
と
し
ま
す
。
但
し
、

有
効
投
票
総
数
を
石
ぢ

議
員
の
定
数
で
除
し
て

得
た
数
の
4
分
の
1
以

上
の
得
票
が
な
け
れ
ば

当
選
で
き
ま
せ
ん
。

商
工
会
議
所
は
、
わ
れ
わ
れ
商
工
業
者

の
も
の
で
t
。
商
工
会
議
所
を
よ
く
理
解

し
、
活
用
t
る
と
と
こ
そ
事
欝
展
の
近

道
と
い
ぇ
る
で
し
ょ
う
。

そ
と
で
、
と
の
桜
会
に
商
工
会
議
所
の

内
容
を
ビ
案
内
す
る
と
と
に
致
し
ま
t
。

▽
商
工
会
議
所
と
は

商
工
会
議
所
は
「
,
酉
工
会
議
所
法
」
に

基
づ
い
て
、
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
党
派

の
勢
力
や
個
人
念
志
と
か
金
力
に
ょ
っ

て
左
右
さ
れ
ナ
、
公
正
中
立
な
性
格
を
も

つ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
そ
の
権
威
を
保
つ

た
め
に
「
商
工
会
所
法
」
と
い
う
法
律

に
ょ
っ
て
民
主
的
な
述
営

を
行
う
よ
う
霧
務
づ
け
ら

れ
、
そ
れ
に
見
合
う
権
限

が
付
与
さ
れ
て
い
ま
丁
。

こ
の
よ
う
に
法
律
に
ょ
っ

て
保
護
を
受
け
て
い
る

経
済
団
体
は
、
捻
か
に
あ
り
ま
せ
ん
。

ワ
社
会
的
信
用

商
工
会
議
所
は
江
に
ょ
っ
て
生
ま
れ

た
唯
一
の
経
済
団
体
で
、
種
々
の
団
体
の

中
で
も
、
国
内
外
を
問
わ
ず
、
社
会
的
信

用
、
地
位
は
保
証
さ
れ
て
い
ま
す
。
従
っ

て
商
工
会
議
所
の
会
員
で
あ
る
こ
と
は
、

そ
の
企
業
の
信
用
を
高
め
る
と
と
に
な
り

ま
す
。

▽
箱
極
的
に
活
用
を

商
工
会
議
所
の
会
員
に
な
れ
ぱ
ど
ん
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
、
と
い
う
質
問
を
よ

く
さ
れ
ま
す
が
、
す
ぐ
に
効
果
が
あ
り
、

お
金
稀
か
る
と
い
う
性
格
の
も
の
で
は

【
一
一
号
議
員
〕
定
数
三
十
五
人

各
部
会
ビ
と
に
、
割
当
ら
れ
た
定

数
を
部
会
員
の
な
か
か
ら
選
任
す
る

議
員
で
す
。

ワ
選
任
t
る
部
会
の
種
類

①
商
業
小
売
部
会
②
商
業
卸
部
会

③
工
詠
会
④
繊
維
工
業
部
会

そ
の
他
・
議
員
の
選
挙
、
選
任
に

つ
い
て
の
お
問
合
せ
は
、
奈
良
商
工

会
議
所
選
挙
委
員
会
(
総
務
部
)

T
E
L
⑳
六
ニ
ニ
ニ
代
ま
で

※
日
曜
・
祝
祭
日
及
び
九
月
二
十
五

日
(
士
)
以
外
の
土
曜
日
の
午
後

は
選
挙
事
務
は
取
扱
い
ま
せ
ん
。

(f
、

あ
り
ま
せ
ん
。

"
求
め
よ
、
.
さ
ら
ば
与
え
ら
れ
ん
"
と

い
し
が
あ
る
よ
う
に
事
業
経
営
上
に
船

い
て
商
工
会
議
所
の
機
能
を
積
極
的
に
ビ

活
用
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
当
所
で
は
次
の
よ
う
な
事

業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

口
金
融
の
斡
旋

小
余
経
営
改
讐
金
融
資
を
は
じ
め

そ
の
他
各
種
の
金
磯
旋

口
税
務
・
記
帳
指
導

小
企
業
者
の
た
め
に
納
得
の
ゆ
く
納
税

を
す
る
た
め
に
正
し
い
記
帳
や
決
算
の
指

と
き
八
月
四
日
(
水
)

午
後
二
時
か
ら

と
こ
ろ
当
所
五
階
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
『
<
業
の
体
質
強
化
策
と

肖
己
診
断
法
』

講
師
日
本
商
工
経
済
研
究
所

講
演
対
象
中
小
企
業
特
に
工
場
の
経
営
担
当

者
な
ら
び
に
蛉
部
村
員

主
催
奈
良
商
工
会
議
所
・
奈
良
青
年
会

議
所
・
日
本
経
済
新
聞
社
・
日
経

産
業
新
聞
社

広
く
関
係
者
各
位
の
ご
来
場
を
歓
迎
し
ま
す
。

催口
各
種
検
定
試
験
の
実
施

筵
記
・
珠
算
・
計
算
尺
・
販
売
士

口
商
取
引
の
斡
旋

各
地
会
議
所
と
の
緊
密
な
連
絡
に
ょ
る

商
取
引
の
斡
旋

口
観
光
事
業
の
振
興

観
光
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
各
種
観
光
事

業
の
推
進

そ
の
他
、
地
域
商
工
業
の
振
興
に
役
立

つ
幅
広
い
事
業
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

と
の
よ
う
に
、
商
工
会
議
所
の
利
用
価

値
は
非
常
に
高
い
も
の
が
あ
り
積
極
的
に

ビ
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
必

ず
や
ビ
期
待
に
そ
え
る
も

の
と
確
信
し
て
お
り
ま
t

し
か
し
、
商
工
業
者
総

意
の
場
で
あ
る
商
工
会
議

所
と
し
て
、
そ
の
組
織
は

一
人
で
も
多
く
の
事
業
主
が
参
加
し
て
い

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
と
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
商
工
業
者
の
一
人
一

人
の
意
見
が
示
さ
れ
て
と
そ
均
衡
の
と
れ

た
商
工
業
の
発
展
が
え
ら
れ
る
わ
け
で

す
。と

の
と
と
か
ら
、
当
所
で
は
一
人
で
も

多
く
の
方
が
会
議
所
運
営
に
参
画
し
て
い

た
だ
く
と
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
と
の

桜
会
に
、
ま
だ
未
加
入
の
方
が
あ
の
ま
し

た
ら
ビ
入
会
お
勧
め
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
問
合
せ
、
ビ
連
絡
は

当
所
T
E
L
⑳
六
ニ
ニ
ニ
代
ま
で

地
域
と
と
も
に
歩
む

商
工
会
議
所
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美
氏

i

導
(
当
所
で
は
毎
月
四
日
間
に
わ
た
り
記

帳
継
続
指
導
を
実
施
し
て
い
る
)

口
専
門
経
営
相
談

税
務
・
経
理
・
法
律
・
特
許
・
金
融
な

ど
専
門
相
談
員
に
ょ
る
相
談

口
意
見
活
動

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
意
見
を
ま
と

め
、
関
係
官
庁
に
対
し
具
申

口
調
査
活
動

物
価
祭
、
経
営
そ
の
他
各
種
調
査

を
行
う
。

口
各
種
講
演
会
・
講
習
会
の
開
催

時
流
に
マ
ッ
チ
し
た
テ
ー
マ
を
取
り
上

げ
、
学
界
や
業
界
の
権
威
者
を
招
い
て
開

(
・

一
、
/
ー
)
ー
ー
ー
ー
S
1
-
,
ー
ー

士
士
士

室

会
理
理

公
税
弁

談、Ⅱ 相専

特別号 奈良会議所ニュース 昭和51年7月17日

充実.ノ小企業者にもっとも有利な融資

貸付対象従業員5人以下(但し、商業・サービス業
は2人以下)

貸付限度額 200万円(但し、運転資金は150万円)
融資期間運転資金 2年以内

設備資金 3年以内(6力月据置)
率年7.0%利

担保・保証人不要(信用保証協会の保証も不要)

特別

金 1善資

奈良市登大路町36-2

奈良会議所ニュース

時間曜日
【月) 10 ● 00~12 ● 00
【水〕 13.00~巧.00

〔木〕 13.00~15.00
【金〕 10.00~16.00

相談室ビ利用の方は事前
連絡ください。

奈良商工会議所中小企業相談所

門

相談内容
法律
経理 認 言
税務
特許
金融当所経営指導員

(前日でも可)に当所までビ

相談員
顧問弁護士

昭和51年7月17日
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企業経営改

TEL

<>経営セ

26-6222 代

入

場

1鷹、'」

中任
料金研
金経究
営'員

丸相
談

敏所
次
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方場

法所、ナー


